
「佐世保市DX戦略（案）」に対するご意見の内容と回答
No. 意見箇所 意見 回答

1

●該当箇所
　P.81の課題2「自治体情報システムの標準・共通化」が一番近いでしょうか。
　長崎県全体の標準化を目指した提案です。
　思い付きで書いているので細かい部分はご容赦ください。
●内容
長崎セキュリティクラウドがあるのですから、県内の自治体が必要なリソースを持ち寄って長
崎県クラウドシステムを作ってはいかがでしょうか。
各自治体がそれぞれ調達している仮想サーバを全て統合するイメージです。
例えば平戸市のサーバ更改のタイミングで佐世保市の仮想サーバに機器を追加する形で佐世
保市のサーバに統合。同様にその他の自治体も統合していく。
（サーバの追加が容易なHCIが理想です）
【メリット】
・自治体ごとに持っていた予備のリソースが集約され、全体的に調達コストが下がる
・サーバーの運用保守を統合することで運用コストが下がる
・市役所からサーバが無くなることで電気代が下がる
　→別途集約先自治体に負担金を支払う必要があるが、全体的にはコストが下がるはず
・自治体ごとに機器の入れ替えを実施できるので今までの調達スケジュールに影響は無い
　HCIであれば新しい機器を追加して古い機器を削除するだけで入れ替えが完了
・AzuruやAWSよりもコストメリットが出る
・国内メーカーで機器を用意できるため、パブリッククラウドと比べ国外に出ていくお金が少な
くなる
【デメリット】
・サーバ設置拠点が災害にあった場合にサービスを継続できるか心配
　→県南と県央、県北の自治体に設置してリスク分散
　→法定点検による停電でも仮想マシンを移動することで運用を止めなくても良くなる
・拠点間の通信品質が心配
　→通信キャリアと要相談
以上

 ご意見いただき、ありがと
うございます。
　ご提案いただきました「長
崎県クラウドシステム」につ
いてですが、佐世保市は国
の方針に則り、標準化対象
システム（住民基本台帳等、
事務処理の大半が法令で定
められており、機能の標準
化が可能なシステム群）につ
いて、「ガバメントクラウド」
（政府・自治体の情報システ
ムについて、共通的な基盤・
機能を提供する複数のクラ
ウドサービスの利用環境の
ことです）に移行するよう検
討しております。
　また、ガバメントクラウド
に移行できないシステムに
ついても、ご提案いただき
ましたように、クラウドシス
テムによる共同利用の視点
をもって検討してまいりま
す。

自治体
情報シ
ステム
の標準・
共通化
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自治体
情報シ
ステム
の標準・
共通化

全般的に概要レベルでの方向性がわかりブループリントとしてよいものだと思います。この後の実行フェーズで組
織文化の変化、DX情報の浸透、実行に関わる調整と導入等重要なフェーズに入ってきますが、是非ともやり切っ
ていただきたいと思います。
今後詳細を詰めていかれるとは思いますが、過去自治体DXに関わったものとして、一部ではありますが、経験則
含めてコメントいたします。

P12、P23、P81　自治体情報システムの 標準・共通化
　「自治体の情報システムの標準化・共通化 ? 目標時期を2025年度とし、「（仮称）Gov-Cloud」の活用に向けた
検討 を踏まえ、基幹系17業務システムについて国の策定の策定する標準仕様に準拠したシステムへの移行へ対応
するための準備を実施」とありますが、こちらは現時点での総務省の方針だと思います。以前、総務省のデータで佐
世保市は単独クラウドを検討しているという資料を見ましたが、方向性は変わらないでしょうか。コストやメンテナ
ンスや、共通基盤提供によるアドオン開発があることを考慮するとGov-Cloudが望ましい気がしますが、恐らくシ
ステムの独自性の観点から難しいとの判断されたのだと思料します。単独クラウドで進める場合、各部、課単位で
設計思想の異なる既存基幹システムが複数導入されているかと思いますが、BPR含め要件定義を再度行い導入す
るのは難易度が高いため、プロジェクト担当者の方々を理解、サポートする体制が重要だと思います。また、システ
ム連携を考慮した場合、マイナンバーを軸としての設計が必須だと思います。

　ご意見いただき、ありがとうございます。
　総務省の「佐世保市では単独クラウドを検
討している」という調査結果につきまして
は、現在、国の方針に則り、標準化対象シス
テム（住民基本台帳等、事務処理の大半が
法令で定められており、機能の標準化が可
能なシステム群について、「ガバメントクラ
ウド」（政府・自治体の情報システムについ
て、共通的な基盤・機能を提供する複数のク
ラウドサービスの利用環境のこと）に移行す
るよう検討しております。

3
業務効
率化

P12、P77、自治体のAI・ RPAの利用促進職員減、業務増のトレンドが続くことが想定される中、AI・
RPAの導入は非常に有効で、クラウド型で統括管理が可能なAutomation Anywhereをすでに進め
られている点は素晴らしいと思います。既存業務への適用可能性が高いものから導入しつつ、さらに今
後利用を広げていかれるにあたっては、業務全体を見直し、再設計の中で適性があるものとないもので
分けて導入を決めていけるとより幅が広がると思います。

BPR（業務改革）の観点を意識し、フロ
ントからバックオフィスまで一連の業務
全体を見直したうえで、導入効果を高め
られるよう検討してまいります。

4
業務効
率化

P30、P81　DX戦略全体像
DX構想全体を踏まえた共通基盤が必要だと思いますが、この辺りはどのような構想で進めるのでしょ
うか。ビッグデータを取得した後の解析においてデータ保持、連携ができなければ市民サービス向上、
コストカット、職員の皆様の工数削減等、効果がうすくなってしまいます。また、その基盤を提供し、基板
上でアプリ・システムが追加開発しやすいような環境を提供することは、アプリやシステムが独自に乱立
し、データの互換性がなくなることを防ぐためにも、重要な点になると思います。（アプリやシステム等
はあくまでタッチポイントであり、時代や用途によって変化。データが重要。）。また、DX促進にあたって
は規制緩和や、過去にとらわれない仕様・解釈の変更等が必要となりますので、こちらにも柔軟に対応
していただきたいと思います。

西九州させぼ広域都市圏の中核都市として、上記の点は大変重要だと思いますので、初期段階からス
コープに入れ、是非とも佐世保市のみでなく圏域の発展をリードしていただければと思います。

　「様々なデータを活用した業務の高度化」
（P.77）において、データの利活用が進むよう、
以下の２つの取組を検討しているところです。
　①長崎県「データ連携基盤」の活用
　　長崎県において、県内市町のオープンデータ
を集約する「データ連携基盤」プラットフォームの
構築を進めています。佐世保市のオープンデー
タについても、このプラットフォームに連携し、活
用してまいります。
　②庁内共有データプラットフォームの構築
　　①以外のデータの共有・連携につきましても、
「共有データプラットフォーム」（佐世保市役所内
で保持するデータを一元管理するプラットフォー
ム）を構築するように検討しております。
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What-
DXで何
を目指
すのか-

佐世保のDX化は、『地域に根付く
デジタル革新』であってほしい。こ
のことが、地元であり故郷である佐
世保へ向けた私の願いです。そし
て、このため次の三点をささやか
な願いとしてここにコメントさせて
いただきます。

　１．佐世保の情報産業についての
見通しを盛り込んでほしい。

幅広いご意見いただき、ありがとうございます。

１．佐世保市の情報通信産業の見通しについて
　　佐世保市では、DXを推進するうえで、本市情報通信産業の成長発展は不可欠なもの
と考えております。
　そのため、本市では、IT企業のサテライトオフィス誘致促進や、ITベンチャー・スタート
アップ創出促進などの施策を通して、本市の情報通信産業の活性化を図るよう取り組ん
でおります。
　この考え方については、DX戦略中、「What-DXで何を目指すのか-」（P.21）の「にぎ
わい・活力に溢れた、スマートで魅力ある地域」「様々なプレイヤーがつながり、共に考え・
創るまち」に盛り込んでおります。

6 ー

　２．市民の個人情報をどのように
取り扱うのかというポリシーを市
民に分かる形で盛り込んでほしい。

２．個人情報の取り扱いポリシーについて
　ご指摘のとおり、市役所では多くの個人情報を扱っており、そのセキュリティについて
は市民の皆様の関心の高いところであると考えております。
　個人情報の保護については、佐世保市個人情報保護条例に基づき、厳重な管理をして
いるところですが、ご指摘のとおり、その周知については市民の皆さまに伝わるよう、わ
かりやすくお示しできるよう努めてまいります。

7
デジタ
ルデバ
イド対応

　３．利用者のリテラシーに合わせ
た施策を目指してほしい。

３．利用者の情報リテラシー
　DX戦略中、「多様化におけるDX重点課題と到達像」（P.72）において、「デジタルデバ
イド対応」として、「市民・事業者は、窓口対応や市からの行政サービスの提供において年
齢や障がい・言語を問わず、DXのメリットを享受することができる」ことを到達像として
掲げており、ご提案いただきましたように、すべての人がそれぞれの情報リテラシーに合
わせた使いやすいサービスを提供できるよう意識して取り組みます。

8 ー

　４．各項目に関する意見 ４．各項目に関する意見
　そのほか、DX戦略の各項目に関して数多くのご意見をいただき、ありがとうございま
す。いただいたご意見を市役所内で共有し、参考にしながらプロジェクトを検討してまい
ります。

※意見の詳細は別紙のとおり
3/3



126571
テキストボックス
 別紙
























